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資料１ 

 

第３回台東区住宅マスタープラン策定に関する 

意見交換会（R6.8.23）における検討事項と対応 
 

 検討事項 対応 資料 

議事（３）施策展開の方向・主な取組み（案）について 

１ 

＜マンション共用部分計画修繕調査

費助成について＞ 

・調査費の助成から踏み込んで、調 

査員の斡旋・紹介をしていただく

ことは可能か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特定の事業者を紹介することは

難しい。マンション管理・修繕

相談員派遣制度をご利用いただ

く際にも、複数の事業者から見

積もりを徴取いただきたいなど

のアドバイスになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

＜マンション管理・修繕相談員派遣

制度について＞ 

・相談員の派遣にあたっては、管理 

組合のニーズを的確に把握して、

しっかりと対応できる方をお願い 

したい。 

 

 

 

・現在は、相談員に対して相談内

容の概略をお伝えしたうえで派

遣を行っている。派遣は１回の

申請につき 1 回となるが、年４

回まで派遣可能となっている。

相談後のフォローやアセスメン

トなど、今後は、事業の改善に

つながるような仕組みを整えて

いく。 

 

 

 

 

 

３ 

＜プランター設置助成について＞ 

・潤いのある空間の整備促進という 

施策展開の方向については、プラ 

ンターの設置助成以外にも様々な 

事業が考えられると思うが、これ 

を取り上げたのはなぜか。 

 

 

・台東区花とみどりの基本計画に 

おいて、「プランターによる緑化 

の促進」に取り組んでいるが、 

台東区というあまり広くはない 

限られた土地の中で緑を飛躍的 

に増やすことは難しいため、身 

近な場所に花とみどりを広げて 

いくということで取組みとして 

記載している。 
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４ 

＜まちづくりカレッジについて＞ 

・まちづくりカレッジについて、具 

体的には、これからどのようなこ 

とをやるのか。 

 

・まちづくりカレッジではこれま

で、講座形式による、まちづく

りに関心のある人を広げていく

という取組みを行ってきたが、

現在は、都市づくりの施策とし

て公民連携でまちづくりを推進

していくということで、具体的

には、まちづくり活動を社会実

験的に行うような仕組みの実戦

形式の取組みに切り替えてお

り、まちづくりの担い手が様々

なところで活動できるよう、そ

ういった人材を育成するという

視点で事業を行っている。 

 

 

 

 

５ 

＜東京とどまるマンションの普及啓

発について＞ 

・東京とどまるマンションの普及啓

発は、台東区だけでなく都内の各

自治体で行われているものか。 

 

 

 

・東京とどまるマンションは東京

都が行う事業で、災害時に自宅

での生活を継続しやすいマンシ

ョン等の普及啓発を図ってい

る。東京とどまるマンションに

登録している分譲マンションの

管理組合等を対象に、発電機や

簡易トイレなどの購入費用を補

助している。 

 

 

 

 

６ 

＜施策に関することばの表現や構成

等について＞ 

・基本目標１を見ると、マンション 

という表現が繰り返し何度も使わ

れており、マンション中心の限定

的な内容になってしまうのではな

いか。また、基本目標の順番（並び）

を変更することはできないか。 

 

 

 

 

 

 

・基本目標１～３の順番（並び）

については、確認いただいたと

おり決定とさせていただくが、

施策展開の方向については、構

成等あらためて確認をする。ま

た、「マンション」の表記につい

ては課題があると考えており、

分譲マンションと賃貸マンショ

ンが抱える課題に違いがあるこ

とやどちらかといえば分譲マン
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・賃貸マンションや戸建て住宅など

についても触れるような表現のほ

うが、見やすくなるのではないか。

書き方や順番（並び）で工夫できる

とよい。 

 

・資料中のマンションが、分譲マン 

ションなのか、賃貸マンションな

のか、記載場所によって曖昧かも

しれない。分譲マンション、賃貸マ

ンションそれぞれに課題があるの

で、なるべくわかりやすい表現を

工夫していただきたい。 

 

・木造戸建てなどの表現を使うと、 

 見た目にも優しい感じが出るので 

 はないか。 

 

・施策展開の方向１－３の取組みの

内容としては、（１）耐震化支援、 

（２）除却・建替え支援、という構

成であると思うが、（２）の説明文

に「改修」という表現が使われてい

て、取組みの内容と一致していな

い。 

 

・施策展開の方向１－３は、住宅の 

 耐震化とマンションの防災対策の 

促進とあるが、マンションも住宅 

のひとつである。言葉の定義がし 

っかりしていないと、議論が整理 

されない。 

 

・施策展開の方向２－２（１）の不 

 燃化特区制度と１－３（２）の取 

 組みの内容も重複する。いずれの 

 制度も活用できる、ということが 

わかるように記載いただきたい。 

 

 

ションを支援対象とする施策が

多く、賃貸マンションに対する

支援をどのように行っていくの

かなど、施策として難しい部分

はある。 

 ご指摘いただいた、ことばの表

現や誤り等については、あらた

めて内容を確認した上で、わか

りやすい適切な表現に修正して

いく。 
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・施策展開の方向２－４（１）の説 

 明文に「不測の事態に備え」とある 

が、地域コミュニティは不測の事 

態に備えるためだけのものではな 

い。あらためて表現を考えていた 

だきたい。 

 

７ 

＜応急仮設住宅対策について＞ 

・応急仮設住宅について、台東区は 

 都市部であるから、これにはみな 

し仮設なども含んでいるというこ 

とか。 

 

 

・応急仮設住宅については、基本

的には東京都が整備を行い、区

は用地確保の協力や入居者の募

集・管理などの業務を担う。本

施策については、東京都との密

接な連携が必要であり、表現上 

「応急仮設住宅対策」としている

が、区の業務としては、建設に

あたっての準備や建設後の入居

対応などについて、進めていく

ということになる。 

 東京都では、民間の賃貸住宅を

借り上げて活用するということ

も検討はしていると思うが、実

際に整備（確保）される数につ

いては、現時点では不明である。 

 仮設住宅については、その場所

も含め、東京都全体で調整して

いくようになると考えている。 

 住宅マスタープランにおける表

現等についても、わかりやすく

説明できるよう検討していく。  

 

 

 

 

 


